
　この研究は、枯渇が懸念されているレアメタルなどの貴重な
重金属を、食用キノコの廃菌床を吸着剤として回収し、再資源化

することを目的としたものです。

　微生物を吸着剤とした重金属の回収に関する研究は、すでに

さまざまな機関で行われていますが、私たちは年間約30万トン

も廃棄されるという食用キノコの廃菌床に着目しました。廃菌床

を吸着剤として利用することで、人体に影響が少なく安全で、多

量の薬品やエネルギーを使用せず、なおかつコストを抑えた吸

着剤を製造することができると考えました。また、廃棄物利用は、

都産技研の環境技術グループとして大きなテーマでもあります

ので、大量の廃棄物を再利用することができる点もポイントでし

た。微生物の中でも細菌や酵母は一つの固体が小さいために回

収が難しいという問題がありましたが、ある程度の大きさのある

キノコは、回収に適しているのではと考えたのも、廃菌床に着目

した理由の一つです。

　予備実験で用いたのは、エリンギ、ブナシメジ、シイタケ、マイ

タケの4菌種を乾燥させて粉末にし、以下4通りの処理を施した

ものです。 

　吸着質には、ニッケル、コバルト、リチウム、ホウ素、セシウムな

どの金属を用いました。

　金属溶液１ℓに対してキノコの粉末1gを添加し、30℃で撹拌、

吸着処理後の溶液を随時採取してICP発光分光分析装置で金属

濃度を調べた結果、最も

吸着量が多かったのは

「オゾン処理+アルカリ処

理」、次に「アルカリ処理」

でした。また、いずれのキ

ノコも、レアメタルである

都産技研では、市場や社会的ニーズのある技術課題をテーマとした研究を行っています。
新しい事業や製品化の可能性を生み出すために、中小企業が持つ高い技術力とコラボレー
ションしながら、日々邁進している研究現場の「今」と「未来」を取材しました。

キノコの粉末を用いた予備実験で
平衡吸着量を確認

微生物を利用した重金属吸着技術

TIRI 研究現場のいま 未来
研究・設備紹介

環境技術グループ
副主任研究員 小沼 ルミ

ニッケル、コバルト、セシウムを吸着できること、さらにキノコに

吸着した金属イオンは酸性溶液によって回収可能なことも明ら

かになりました。

　一方、予備実験の結果から、菌種によって金属の吸着能力に差

があることや、金属の種類によっても吸着量が異なることもわか

りました。

　この結果を踏まえて、現在では実際に廃菌床の菌体を用いて

実験を行い、重金属吸着の効果やメカニズムの解明を進めてい

ます。また、吸着したあとの吸着剤の処理、つまり回収したあとに

重金属をどう取り出すかという課題にも取り組んでいます。

　この研究がいずれ実用化できれば、希少なレアメタルを扱う

半導体などの企業やキノコ栽培に携わる企業の方、また、農業

排水の浄化などにもご利用いただけるのではないかと考えて

います。そのためにも、さらにプロセスと実績を積み重ねていき

たいと思います。

シ ー ケ ン シ ャ ル 型
I C P 発 光 分 光 分 析 装 置

設 備 紹 介

水中の重金属などを分
析する装置です。測定
可能な濃度範囲が広
く、共存物質の影響を受
けにくい点が特徴です。
依頼試験で対応してい
ます。

仕様
●測定可能な元素：下水道法・水質汚濁防止法に関する元素
であるカドミウム、鉛、全クロム、銅、亜鉛、鉄、マンガン、ホウ
素、ヒ素、セレンなど
●その他測定可能な元素：マグネシウム、アルミニウム、カル
シウム、チタン、ニッケル、銀など

※本研究技術は特許出願しています［特願2013-119604：重金属吸着剤及び
重金属回収方法］。

　10月3日・4日、城南支所にて「平成25年度城南支所施設公
開」を開催しました。あいにくの小雨まじりの天候にも関わら
ず、昨年を大きく上回る501名もの皆さまに足を運んでいた
だきました。
　今回の施設公開では、8つのテーマを設け、光造形コーナー
や最新型Ⅹ線透過試験装置など、城南支所の特徴ある施設や
新鋭機器を展示・紹介しました。企業や研究機関・大学関係者
に加えて、近隣住民の方々にも多数ご来場いただき、「初めて
の経験でびっくりの一言です」「素晴らしい技術に感動しまし
た」など、都民の皆さまにも広く都産技研城南支所をPRする
ことができました。

都産技研には、本部、多摩テクノプラザのほか、城東支所・墨田支所・

城南支所と3つの支所があります。それぞれの支所の特徴や行っている

支援・サービスについて紹介します。

支所紹介レポート

城南支所
　城南支所は、機械加工をはじめ幅広い技術分野でものづくり企業の製品開発・事業化支援を行っています。企画・デザイン・
試作・開発まで一貫した支援を行える点が特徴です。支所紹介の第5回目では、城南支所のサービスを支える代表的な機器・設
備をご紹介するとともに、10月に開催された施設公開の模様をご紹介します。

第 5 回

■城南支所とは

城南支所の代表的な機器・設備

赤外線分析の説明をする
湯川副主任研究員

お客さまから関心の高かった
X線透視装置

平成25年度　城南支所施設公開を開催しました
　今後も、城南支所を広く知っていただきたく広報活動を実
施しつつ、さらに積極的に施設をご利用いただきたいと思い
ます。

光造形装置
【機器利用】

家電、玩具、医療
機器、機械部品等
の試作、デザイン
関連の意匠や外
形の確認などを
行う装置です。小
さな部品から電
気製品などの筐
体まで比較的高
精細に造形する
ことができます。

金属材料の評価に適した装置で、特に高純
度鉄鋼・非鉄金属材料、レアメタル材料中
の難溶解性元素の定量評価ができます。
Ppbレベルでの評価が可能です。

グロー放電質量分析装置【依頼試験対応】

レーザー光を使って微粒子の大きさを測
る装置です。ナノオーダーの超微小領域か
らミリ単位まで、あらゆる粒子系分布の測
定を行うことができます。

レーザー回折/散乱式粒子径分布測定装置

金属材料、メッキ品などの極表面の元素分
析を行う装置です。変色品と正常品の違い
を見る場合などに使用されています。

3次元座標測定機
長さや円の直径、
幾何偏差などを
高精度に測定で
き ま す 。機 械 部
品 な ど 、各 種 部
品の精度の測定
などに使用され
ています。

3次元レーザー
加工機
6軸制御技術によ
る垂直壁加工が
可能で、円筒形状
の加工品にも対
応 し て い ま す 。

（最大直径80mm）

オージェ電子分光分析装置

希少なレアメタルの再利用、農業排水の浄化
などを期待

菌床によるキノコ栽培の様子 

▲ ▲

▲

無処理

アルカリ処理

アルカリ処理をしたあとにオ
ゾンによる酸化処理

（アルカリ処理+オゾン処理）

オゾン処理をしたあとにアル
カリ処理

（オゾン処理+アルカリ処理）
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